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今年度における通建連合「一斉安全休工日」の取り組みについては、各職場における

安全衛生委員会等の場での協力要請は勿論のこと、ポスター掲示等による啓蒙活動を実

施させて頂きました。 

今年度 3回目となる 9月 11日（土）の実施結果は、下表のとおりとなります。 

当日実施（第二土曜日）と読替実施（第二土曜日以外の当月内土曜日）を含めた実施

率は 90%台後半と高い水準を維持しており、皆様のご協力に感謝を申し上げます。 

ただし、事業区分別に見ると読替実施の割合も依然として高く、

同じ職場で働く仲間が一斉に休むことができる環境づくりや取

り組みが必要であると考えます。 

インフラ東北としては今回の実施結果を踏まえ、現場第一線で

働く労働者の負担が一段と高まっている中で、未実施または読替

実施となった内容や内訳についても分析を行いつつ、課題の克服

に向け積極的に議論を行っていくこととします。 

今後も一人でも多くの方に参加頂き、休むことにより心身共に

リフレッシュを図り安全労働に繋げるとの観点で、取り組みを継

続していきたいと考えますのでご協力をお願いします。 
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情報労連は１１月を「過労死等防止啓発月間」に設定し、「過労死ゼロ」実現の重要性の

周知・意識啓発を行うことで長時間労働を是正し、安心して健やかに働くことのできる職

場環境づくりに取り組むこととしております。 

長期化するコロナ禍における働き方や生活の変化によって、気が付かないうちに不安や

ストレス、疲れが溜まっていることもあるため、ご自身や職場の仲間、ご家族の働き方を

見つめ直す機会として上記のセルフチェック表を活用してみてはいかがでしょうか。 


